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道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

道
商
工
連
と
同
協
同
組
合
は
10

月
27
日
、
入
居
し
て
い
た
北
海
道

鉄
道
会
館
か
ら
事
務
所
を
移
転
し

ま
し
た
。

　

移
転
先
は
、
２
０
０
５
年
ま
で

入
居
し
て
い
た
「
北
海
道
労
働
福

11
月
１
日
に
新
事
務
所
オ
ー
プ
ン

道
商
工
連
が
引
っ
越
し
ま
し
た

祉
会
館
ほ
く
ろ
う
ビ
ル
」
の
４
階

で
す（
次
ペ
ー
ジ
に
地
図
あ
り
）。

　
「
ほ
く
ろ
う
ビ
ル
」
は
市
の
中
心

部
に
近
く
な
り
ま
し
た
が
、ス
ペ
ー

ス
は
３
分
の
１
程
度
と
な
り
ま
し

た
。若
干
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
、

手
狭
な
が
ら
も
、
事
務
所
と
し
て

の
佇
ま
い
は
十
分
で
、
11
月
１
日

よ
り
、
新
事
務
所
で
の
事
務
を
再

開
し
て
お
り
ま
す
。た
だ
し
、
専
用

　

先
月
号
の
『
道
商
工
連
』
で
お

知
ら
せ
し
た
12
月
22
日
に
ホ
テ
ル

ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
催
予
定

だ
っ
た
年
末
恒
例
の
「
交
流
晩
会
」

は
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
８

派
の
感
染
者
数
が
、
こ
れ
ま
で
で

最
多
だ
っ
た
本
年
８
月
に
迫
る
勢

い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
残
念

細長い新事務所の内部を両端から見る
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の
駐
車
場
が
確
保
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
自
家
用
車
等
で
お
越
し
の

際
は
、
隣
接
す
る
有
料
駐
車
場
の

ご
利
用
に
な
り
、
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
。

　

地
下
鉄
東
西
線
西
11
丁
目
駅
か

ら
徒
歩
９
分
（
７
０
０
メ
ー
ト

ル
）、Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
か
ら
徒
歩
約
16

分（
１
３
０
０
メ
ー
ト
ル
）で
す
。

■
新
住
所
と
電
話
番
号

〒
０
６
０
│
０
０
０
４ 

札
幌
市
中

央
区
北
４
条
西
12
丁
目　

ほ
く
ろ

う
ビ
ル
４
階
、☎
０
１
１
・
２
１

１
・
４
１
６
２
、
フ
ァ
ク
ス  

０
１

１
・
２
３
３
・
２
１
２
０

交
流
晩
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
中
止

な
が
ら
開
催
を
見
送
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
で
い
る
一
方
、
特
に
接
種
率
の

低
い
10
代
以
下
と
、
同
居
す
る
40

代
の
家
族
の
感
染
が
増
え
、
小
中

校
の
学
級
閉
鎖
と
、
高
齢
者
施
設

で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
が
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
、

ご
家
族
と
従
業
員
の
皆
さ
ま
の
感

染
防
止
に
お
努
め
く
だ
さ
い
。

社
会
が
一
気
に
様
変
わ
り
？  

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
実
用
化
迫
る
（
３
面
）



（２）
　

全
中
連
（
全
国
中
小
企
業
団
体

連
合
会
）の
第
２
回
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
会
議
が
９
月
15 
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。

●
吉
田
忠
智
会
長（
参
議
院
議
員
）

の
挨
拶

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

が
２
年
半
以
上
続
き
、
ま
だ
ま
だ

油
断
は
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、そ

れ
と
ダ
ブ
ル
で
そ
の
前
か
ら
一
連
の

円
安
に
よ
っ
て
、原
材
料
費
が
上
が

っ
て
き
て
中
小
商
工
業
者
で
は
こ

れ
ま
で
経
営
努
力
で
値
上
げ
を
抑

え
て
き
た
が
、と
う
と
う
抑
え
ら
れ

な
い
状
況
に
ま
で
来
て
い
る
。

　

燃
料
費
、電
気
代
、ガ
ソ
リ
ン
代

の
高
騰
、
そ
し
て
原
材
料
費
の
高

騰
が
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
で
影
響
を

受
け
て
い
る
方
々
は
、
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融

資
で
、こ
の
間
、
経
営
を
何
と
か
持

ち
こ
た
え
て
き
た
が 

、
そ
の
償
還

が
目
前
に
来
て
い
る
。

　

ま
た 

安
倍
元
首
相
が
銃
弾
に

倒
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
に

い
き
、
全
中
連
と
政
党

と
の
つ
な
ぎ
役
、ま
た
省

庁
と
の
連
絡
調
整
役
も

し
っ
か
り
果
た
し
て
い

き
た
い
。

●
当
面
の
活
動
方
針
に

つ
い
て

　

報
告
事
項
に
続
き
当

面
の
活
動
方
針
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た 

。

　
研
修
活
動
は
11
月
10

日
（
木 

）、
11
日
（ 

金 

）

に
、
例
年
通
り
東
京
で

中
研
集
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
政
策
要
望
に
つ
い
て

と
も
な
っ
て
統
一
教
会
の
問
題
が
出

て
き
た
う
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
機
に
し
た
防
衛
費
の
増

額
議
論
、
あ
る
い
は
原
発
の
新
増

設
な
ど
の
問
題
を
含
め
て
、こ
の
国

会
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
私
も
皆

さ
ま
方
の
代
弁
者
と
し
て
、
ま
た

国
会
議
員
と
し
て
も
仕
事
を
し
て

全
中
連  

第
２
回
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

中
研
修
会
や
政
策
要
望
、ブ
ロ
ッ
ク
交
流
な
ど
議
論

は
、要
望
を
ま
と
め
、ま
ず
国
会
議

員
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
要
望
を
聞

い
て
も
ら
い
法
改
正
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で

中
断
し
て
い
た
中
央
省
庁
の
高
い

レ
ベ
ル
の
役
人
に
直
接
会
っ
て
要
望

を
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
、と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
組
織
関
係
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
以
外
の
人
た
ち
の
顔
合
わ
せ
の

場
も
必
要
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
同
士
の
交

流
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
べ
き
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
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３
　

通
常
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
計
算

能
力
を
は
る
か
に
し
の
ぐ「
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」
は
、
世
界
中
で
研

究
が
進
ん
で
い
る
が
、実
用
化
に
は

ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
る
。だ
が
、

そ
れ
を
解
決
す
る
技
術
が
日
本
で

開
発
さ
れ
、実
用
化
が
視
界
に
入
っ

て
き
た
。

　

米
グ
ー
グ
ル
や
Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
ど
で

開
発
が
進
む
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
主
流
は「
電
子
」を
使
う
方
法

だ
。極
低
温
で
電
気
抵
抗
が
ゼ
ロ
に

な
る
超
電
導
を
利
用
し
て
い
る
の

で
真
空
で
極
低
温
を
保
つ
必
要
が

あ
り
、
装
置
が
大
き
く
な
る
う
え
、

計
算
を
こ
な
す
「
量
子
ビ
ッ
ト
」
の

数
を
増
や
す
の
が
難
し
い
。さ
ら
に

衝
撃
に
弱
く
、非
常
に
不
安
定
だ
。

光
量
子
で
劇
的
な
進
歩

　

こ
れ
を
解
決
す
る
の
が
、理
化
学

研
究
所（
埼
玉
県
和
光
市
）の
量
子

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
を
務
め
る
古
澤
明
・
東
京
大
教

授
の
開
発
し
た
光
の
粒
で
あ
る「
光

子
」
を
使
う
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

だ
。ま
ず
光
量
子
は
常
温
常
圧
で

安
定
で
あ
る
た
め
、冷
却
や
真
空
の

た
め
の
大
き
な
装
置
が
い
ら
な
い
。

さ
ら
に
光
子
は
電
子
よ
り
も
計
算

能
力
に
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
い
う
。

　

そ
の
一
つ
は
デ
ー
タ
の
「
瞬
間
移

動
」
だ
。そ
の
仕
組
み
の
説
明
は
分

か
り
づ
ら
い
の
で
省
略
す
る
が
、
光

子
は
与
え
た
情
報
を
処
理
し
た
上

で
、瞬
時
に
別
の
場
所
に
出
力
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

も
う
１
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
光
は

波
の
性
質
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

振
幅
や
位
相
を
持
つ
波
が
重
な
り

合
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。こ
の
波

は
最
高
で
１
０
０
通
り
（
例
え
ば

０
〜
９
９
）
あ
る
と
い
う
。２
量
子

ビ
ッ
ト
だ
と
、
電
子
は
４
通
り
だ

が
、光
子
は
１
０
０
の
２
乗
で
あ
る

１
万
通
り
の
計
算
が
一
挙
に
で
き

る
こ
と
に
な
る
。た
だ
、
光
は
光
速

で
移
動
す
る
た
め
、量
子
ビ
ッ
ト
を

増
や
す
に
は
大
き
く
複
雑
な
回
路

を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
古

澤
教
授
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
中
に

光
を
放
出
し
続
け
る
こ
と
で
、
量

子
ビ
ッ
ト
を
無
限
に
作
れ
る
手
法

を
編
み
出
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
光
子

が
演
算
し
な
が
ら
瞬
間
移
動
を
続

け
る
と
い
う
。

　

５
Ｇ
や
次
世
代
の
超
高
速
光
通

信
技
術
と
相
性
が
良
く
、
処
理
性

能
を
上
げ
ら
れ
、そ
の
速
さ
は
ス
パ

コ
ン
の
１
０
０
万
倍
に
も
な
る
と

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
実
用
化
が
目
前
に

経
済
ト
ピ
ッ
ク
ス     

社
会
が
一
気
に
様
変
わ
り
す
る
？

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
理
化
学
研
究
所
が

報
道
機
関
に
公
開
し
た
古
澤
教
授

の
開
発
し
た
光
量
子
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
大
き
さ
は
、
お
盆
１
枚
分

ほ
ど
で
、そ
れ
に
ケ
ー
ブ
ル
や
装
置

を
つ
な
げ
た
だ
け
と
い
う
か
ら
、
巨

大
な
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

よ
う
な
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

ら
驚
く
と
い
う
。光
子
に
よ
る
量
子

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
進
歩
は
、

超
電
導
方
式
と
横
並
び
ど
こ
ろ
で

は
な
く
、完
全
に
先
行
し
て
い
る
と

い
う
。

い
つ
か
ら
実
用
化
さ
れ
る
？

　

で
は
、
こ
の
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
は
、
い
つ
か
ら
実
用
化
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。報
道
に
よ
る
と
、
富
士

通
は
、
理
化
学
研
究
所
と
協
力
し

て
開
発
す
る
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
23
年
度
に
企
業
に
提
供
し
始

め
る
と
い
う
。ま
だ
試
験
段
階
だ

が
、
使
っ
て
も
ら
っ
て
実
用
化
に
向

け
た
改
善
に
取
り
組
む
と
い
う
。

用
途
は
新
薬
や
新
素
材
の
開
発
、

資
産
運
用
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の

活
躍
を
期
待
す
る
。

　

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能

は「
量
子
ビ
ッ
ト
」で
表
し
、富
士
通

が
企
業
に
提
供
す
る
の
は
64
量
子

ビ
ッ
ト
の
予
定
だ
。現
状
で
世
界
最

高
と
さ
れ
て
い
る
の
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が

開
発
し
た
１
２
７
量
子
ビ
ッ
ト
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
だ
が
、
富
士
通
は

26
年
度
以
降
、
１
０
０
０
量
子
ビ

ッ
ト
超
の
実
現
も
目
指
し
て
い
る
。

　

理
化
学
研
究
所
は
応
用
範
囲
が

広
い
タ
イ
プ
の
国
産
１
号
機
を
22

年
度
に
も
発
表
す
る
予
定
で
、
富

士
通
が
提
供
す
る
も
の
と
は
別
の

も
の
だ
と
い
う
。実
用
機
の
完
成
は

30
年
に
計
画
し
て
い
る
か
ら
、も
う

す
ぐ
と
言
え
そ
う
だ
。

　

現
在
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
担
っ
て
い
る
様
々
な
分
野
は

も
ち
ろ
ん
、
研
究
が
進
む
自
動
車

や
重
機
の
自
動
運
転
を
始
め
、
人

手
不
足
に
悩
む
工
場
や
農
林
水
産

業
な
ど
、
人
間
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
へ
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

　

実
用
化
が
一
般
化
す
れ
ば
、何
か

ら
何
ま
で
、い
ま
と
は
全
く
異
な
る

風
景
が
目
の
前
に
展
開
す
る
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
。

（
こ
の
記
事
は
、
毎
日
新
聞
２
０
２
２
年
９
月

22
日
付
東
京
朝
刊
「
科
学
の
森
」
か
ら
引
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、再
構
成
し
て
い
ま
す
）

光量子コンピューターの研究モデル（goo ニュースより）



（４）

丸
ご
と
を
食
う
よ
り
旨
い
半

分
こ

ブ
ラ
ン
コ
を
チ
ョ
ッ
ト
揺
ら
し

て
塾
へ
行
く

サ
ヨ
ナ
ラ
の
チ
ャ
ン
ス
に
俺
と

い
う
ピ
ン
チ

考
え
り
ゃ
ち
ょ
っ
と
シ
ュ
ー
ル

な
親
子
丼

帰
港
し
た
俺
の
目
を
見
ぬ
釣

船
屋

火
を
通
す
前
の
か
ぼ
ち
ゃ
は

意
固
地
で
す

国
葬
の
こ
の
差
何
だ
ろ
エ
リ

ザ
ベ
ス

賽
銭
は
交
際
費
だ
と
思
い
ま

す走
る
娘
（
こ
）
に
ち
ょ
い
待

ち
し
た
ね
ロ
ー
カ
ル
線

ほ
う
き
持
ち
テ
ケ
テ
ケ
テ
ケ

が
通
じ
な
い

体
重
計
意
思
の
強
さ
も
測
れ

ま
す

「
起
こ
す
な
よ
」「
だ
か
ら
寝

て
る
か
聞
い
た
で
し
ょ
」

カ
レ
ー
パ
ン
と
い
う
名
の
馬

が
走
り
ま
す

松
茸
の
産
地
の
友
へ
便
り
出

す　
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

株
式
会
社　

□
□
□
□
□
工
業

□
　
□
　
□
　
□

札
幌
市
□
区
□
□
□
条
□
丁
目
□
番
□
□
号

　
　
　
　
　
　

電
話（
○
○
○
）○
○
○
│

○
○
○
○

株
式
会
社　

□
□
□
□
□
工
業

　

□
□
□
□
□
支
店□

　
□
　
□
　
□

札
幌
市
□
区
□
□
□
条
□
丁
目
□
番
□
□
号

　
　
　
　
　
　
電
話（
○
○
○
）○
○
○
│

○
○
○
○

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
○
○
○
）○
○
○
│

○
○
○
○

□
□
□
□
□
□

例１ 例２

年
賀
広
告
募
集
中
で
す

　

北
海
道
商
工
連
盟
で
は
、

機
関
紙
「
道
商
工
連
」
２
０

２
３
年
（
令
和
５
年
）
新
年

号
に
掲
載
す
る
年
賀
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
さ
は
左
の
例
と
同
じ

で
、
タ
テ
85
ミ
リ
、ヨ
コ
44
ミ

リ
で
す
。

　

広
告
料
金
は
１
件
５
０

０
０
円
で
す
。申
込
み
は
、11

月
28
日
（
月
）
ま
で
に
、
掲

載
す
る
会
社
名
、
役
職
名
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
な

ど
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
道
商
工
連
盟
事
務
局
ま

で
、
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

例
２
の
よ
う
に
、
支
店
名

や
フ
ァ
ク
ス
番
号
の
記
載
も

可
能
で
す
。不
明
の
点
は
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。


